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　空気が乾燥する冬場に欠かせない加湿器。
電源いらず、蒸気も音もないエコな加湿器が
あります。紙のようなフィルターを水に挿し
てあるだけですが、自然気化で空気中に適
度な水分を発散して、空調によるお肌の乾
燥やドライアイの改善に役立ちます。
フィルターのデザインも植物や動物、キャラ
クター物もあり、空気だけでなく心まで潤し
てくれそうです。
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製品ラインナップ
㎜）

　米坪：１８０ｇ/㎡　紙厚：０.２６５㎜
　入数：１００枚 /個　名刺箱：ＭＳ箱

㎜）
　米坪：１８０ｇ/㎡　紙厚：０.２６５㎜
　入数：１１０枚 /箱　名刺箱：ＭＳ箱１０個付
※詳しくは弊社営業担当まで御問い合わせお願い致します。
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井伊 直親（亀之丞）

伊那谷で生き延びた井伊 直親

 直親の隠れ里・高森町

松岡城址

【飯田井伊家の家宝の短刀】【青葉の笛（レプリカ）】

い　い　なおちか かめのじょう

おんな城主の許婚で
徳川四天王・井伊直政の父

井伊 直虎（次郎法師）
おんな城主として井伊谷を治めた直親の許嫁

　2017年 1月放送予定の大河ドラマ「おんな城主 直虎」 の主人公 井伊直虎の許婚・井伊直親は、下
伊那郡高森町に由縁深い歴史的人物です。今回は井伊直親とゆかりの地、高森町についてご紹介します。

　のちの徳川四天王・井伊直政の父で、井
伊直虎の許婚。父・直満が今川義元に殺害
されたため、松源寺　（下伊那郡高森町）に
逃れ、20 歳までの 12 年間潜伏していた。
井伊谷（浜松市）へ復帰し家督を継ぎ、家臣
の娘との間に長男・直政を儲けたが今川氏
に謀殺された。27歳の若さだった。

　直親の許嫁。消息不明の直親のことを嘆き出家し
て次郎法師と名乗る。直親は12年後に井伊谷に戻っ
たが結ばれなかった。直親ら当主が次々と今川氏に
謀殺されたためおんな城主となり井伊家と直政（虎
松）を守り抜く。直政を家康に会わせ、出世を見届け
た後死去した。墓は直親の隣にある。

　長野県南部、南信州の北部に位置し天竜川の川岸段丘にあります。東西の高
低差が激しく、川の堀り込みにより特有の地形がつくられ変化に富んだ美し
い自然を育んでいます。干し柿の代表的ブランド「市田柿」発祥の町。秋に収穫
され吊るされた渋柿は天竜川の朝霧と長い日照時間による寒暖差で、柿の中
にある甘みが際立ち、多くの人に指示される特産品として定着しました。

　1511（永
正 8）年頃に
建設された
とされる、臨
済宗の由緒
ある古いお
寺。建設者は 12代当主松岡貞正。当時は現
在地より北西の寺山（高森町牛牧）にありま
した。本堂には 1786（天明 5）年、泰運住職
が直親が謀殺された事を悲嘆し安置された
とされる位牌があります。

　父・直満が今川氏に謀殺され、当時9歳だった長男・亀之丞（直親）も命を狙われました。
井伊家家臣の今村藤七郎は亀之丞をカマスに入れて背中に背負い、渋川東光院に逃れました。
しかしその後、渋川にも追っ手が入り、藤七郎と共に信州の松源寺へ落ち延びました。
　この松源寺を創建した、松岡貞正の弟・文淑瑞郁禅師（ぶんしゅくずいいくぜんし）は妙心
寺の住持となった高僧で、井伊直平（直親の祖父）は禅師を井伊家の菩提寺・自浄院（のちの龍
潭寺）の院主として迎えました。これが縁で亀之丞は松源寺に身を隠しました。
　松源寺に身を寄せることとなった亀之丞は住職から学問を教わります。領主の松岡貞利は
亀之丞を保護し、松岡城の侍たちに武術や弓馬の稽古をつけさせました。井伊家の命運を託さ
れた亀之丞は武家の子として逞しく成長していきました。
　青年に育った亀之丞は故郷を偲んで「青葉の笛」を奏で、その美しい音色は伊那谷に
響き渡りました。笛を教えてくれたお千代とは恋仲になり、一子を儲けたと伝えられ
ており、その子孫は「飯田井伊家」として現在も続いています。
　20歳になった亀之丞は井伊谷に戻り、家督を継ぎ、嫡子・虎松を儲けます。しかし、
27歳で今川氏に謀殺されます。そこでかつての許嫁だった次郎法師がおんな城主井
伊直虎として虎松を後見し、井伊家の危機を救ったのです。

亀之丞が井伊谷に帰る折り、庶子（飯田井伊家の祖）
に後世のあかしとして与えたと言われる短刀。

故郷を遠く離れた亀之丞の孤独と、望郷の想いが籠った
笛の音が伊那谷に響き渡りました。実物は浜松市で保管
されています。

　松岡氏は平安末期から 500 年に渡り市田郷を
支配した豪族。1585（天生 3）年、松岡貞利（17 代）
は徳川方であったが、小笠原貞慶（豊臣方）の誘
いに乗り高遠城攻めに向かいます。途中で引き
返したものの、家臣の座光寺為真が伊那郡司・
菅沼定利に密告。貞利は即座に知久平城に監禁
されました。駿府の家康の前で裁判が行われ改
易・切腹が決定したが、井伊直政（直親の息子）
は松岡家には亀之丞を守ってくれた恩がある
為、嘆願して命は助けられました。これにより、松
岡家は断絶しました。
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　新年おめでとうございます。
昨年のNHK大河ドラマは「真田
丸」、長野県東信地区のお話でした
が、今年の大河ドラマは遠州のお話
で、わが南信地区とも関わりがあり
今回の特集とさせていただきました。
私どもも、２年連続NHK大河ドラマ
が身近に感じられる設定で、関心を
持って拝見させていただいています。
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